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　『どこでもド ア』を 知っていますか？　藤 子・F・不 二 雄の 名 作
漫 画『ドラえもん』に登 場する秘 密の 道 具である。行きたい先を、
頭の中の イメージとして 設 定し、 扉を開くと、 ド アを開けたその
先が目的 地になるという『ドラえもん』ならではの夢がある道 具で
ある。ドアのノブに意 志 読 取りセン サーが 組み込まれており、場
所 の 指 定は「いつもの原っぱ」とか、「しずかちゃん のいるところ」
とかという曖昧な指定も可能となっている。
　古くから図 書 館には、 立 派 な「館 」があり、 この「館 」まで 利 用
者が 行くということを前 提としていた。図 書 館 職 員は、この「館」
に、どのような 本や 雑 誌を入れるべきかについて、主に頭を絞っ
てきた。
　この 概 念を 大 きく破ったのが、 電 子 ジャー ナル、 電 子ブック、
オンライン・データベースなどである。PC、タブレット等からネッ
トワーク経 由で、これらが 蓄 積されている場 所にアクセスするこ
とで実現された。この仕組みを前 提にすれば、蓄積されている場
所は、 必ずしも図 書 館 である必 然 性はなくなったが、 利 用 者は、
図 書 館 のWeb等 を 経 由することにより、 あた か も図 書 館にそれ





　しかし、従 来 の 書 籍や 雑 誌 など、「紙 」の資 料 を対 象とすると、
こうはいかない。相 変わらず、図書 館まで足を運び、書 棚から書
籍や雑誌を手に取り、その必要性を確認し、必要性の有 無によっ
て借り出したり、コピーをしたりすることとなる。では、このよう
な 紙 媒 体に対して、『どこでも図 書 館』を実 現するには、どのよう
にすればよい のであろうか？　「紙 」には「紙 」の良さがあり、「紙
媒 体が 完 全になくなるまで待ってい れば良い」という議 論は乱 暴
すぎるであろう。
　例として、一 番 問 題 が 多そうな図 書について考えてみよう。図
書には、 貸 出と返 却がある。 効 率 的 な『どこでも返 却』は、 返 却
箇 所を 増 や せばよい。 たとえば、 各 学 部、 大 学 院 の 事 務 所でも
返 却 可 能にすればよい。 学 内のいろいろな 場 所に、 自 動 返 却 機
を設置するという手段もあろう。





とが できる。 雑 誌の中の１記 事なら、 スキャンして、pdf化して、
メールに添 付して送 付 するというサービ スはどうであろうか？も
ちろん、著 作 権 等の権 利関 係に対して見 識をもっている人を新た





取り出すことが できるなども可 能であろう。 もちろん、 このため
の人手は別に用意するという前提は必要であろう。
　この他の図書 館サービスはどうであろうか？　
　図 書 館における重 要なサービスの 一つにレファレンスサービス
がある。レファレンスサービスとは、ウィキペディアによれば、「図
書 館 利 用 者が 学 習・研 究・調 査を目的として必 要な情 報・資 料な
どを求めた際に、図書 館員が情報そのものあるいはそのために必
要とされる資 料 を検 索・提 供・回 答 することによってこれを助け
る業 務である。また、需 要の多い質問に対して予め、書 誌・索引
などの必 要な資 料を準 備・作成する作 業もこれに付随した作 業で
あると言える」となっている。現 時点では、早 稲 田 大 学に数 多く
ある図 書 館のなかで、レファレンスサービ スを受けることが でき
る場所はごく限られている。これは、図書 館 職 員の人 数、人材不
足によるものが主たる要 因であろうが、利 用 者の真のニーズが 掘
り起こされていない可能性もある。
　では、『どこでもレファレンスサービ ス 』を実 現するにはどうす
れ ば 良 い のであ ろうか？この 答 も 簡 単であ る。 電 子 会 議 シス テ
ムあるいはもっと簡 単にはPCに附 属してい るカメラを 利 用した
Skypeを使えば良い。いわば、バーチャル・レファレンスサービ
スである。うまくいけば、『どこでもドア』がもっている「曖 昧な指
定 」が 可 能となるかもしれない。ただし、近 年「他 人に聞くこと」
を苦手としている学 生も多い。このような学 生には、直 接に、レ
ファレンスサービスを受けるより、ネットワーク経由でレファレン
スサービスを受ける方が心 理 的なバリアが 高いかもしれない。こ
れに対する対 策が必要であろう。
　図 書 館が 所 蔵する資 料は、年々その 性 質が 変わってきている。
利 用 者である教 職 員や 学 生のメンタリティも 変わってきている。
その中で、 図 書 館の 機 能も変わらなければ ならない。 もちろん、
そ の 機 能を 遂 行する図 書 館 職 員の 仕 事も 変わらなければ ならな
い。先 輩から伝 承された仕事を、そのままこなすのでは明らかに
不十 分である。図書 館職 員 全 員で、新しい図書 館の姿を考える時
がきている。このメッセージがその一助となれば、幸いである。
